
令和2年の
門川町議会の活動を

ご紹介します



・議会としての「防災対策」は？

・新型コロナウイルス感染症対策をどう考える？

・かどがわ温泉「心の杜」の調査活動を実施

・国や県に対して要望活動を実施

・町民との対話を大切にします

・今後の議会の取り組みは？



防災
災害時の町災害対策本部との
連携や危機管理体制など、
議会の対応指針を決めました。
また、コロナ対策を取りながらの
「避難所運営」を体験、
防災備品、保存食等の
更なる整備充実を求めていきます。 避難所運営 受付訓練



新型コロナ対策
町内の感染状況や対策などを、町民に速やかに情報提供
するよう「要望書」を出しました。
また、議員報酬を３カ月間１０%減額しました。
今後も、困っている町民や町内事業所を支援するよう
強く呼びかけています。



心の杜
かどがわ温泉「心の杜」の財政について、詳しく分析を行い
ました。その結果は、Ｈ３０年度決算では、年間５５００万
円の赤字でした。
町民の健康と福祉に役立つ「心の杜」を、今後も続けてい
くため、門川町に対して「経営改善検討委員会（仮称）」を
立ち上げるよう「要望書」を出しました。



Ｈ21年 Ｈ２２年 Ｈ2３年 Ｈ2４年 Ｈ２５年 Ｈ2６年 Ｈ2７年 Ｈ2８年 Ｈ２９年 Ｈ３０年 Ｒ１年予算 Ｒ２年予算

心の杜歳出額 132689.851 143007.401 176564.693 187260.207 163705.226 184557.696 183571.182 202525.409 203786.966 195809.637 203419 241341

心の杜売上高 140716.386 148325.779 152264.458 146351.058 141163.22 144153.038 145949.022 142741.465 140583 140582 142064 146008

収支差額 8026.535 5318.378 -24300.235 -40909.149 -22542.006 -40404.658 -37622.16 -59783.944 -63203.966 -55227.637 -61355 -95333
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かどがわ温泉「心の杜」の歳入歳出構成比
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要望活動
町民の暮らし向上のため、
「国道388号線」や「県道」、
「五十鈴川の河川改修」など、
これまでの要望に対する
進捗状況を確認しました。
また、町民からの「陳情や要望」を
関係機関につなげました。

要望活動の様子



町民との対話
議会と町民がともに意見を交わし、
より良いまちづくりを実現するために
積極的に対話を行いました。
今回は、漁業従事者との対話をしま
した。また、議会だよりのモニターの
皆様とも意見交換を行いました。

議会だよりモニター会議

漁業従事者との話し合い



今後の取り組み
門川町議会は、様々な意見を
まちづくりに反映させるため、町民の
皆様の意見を聴き、政策につなげて
いきます。今後も、町民の皆様との
対話を積極的に行って参ります。
また、「ホームページの充実」を図って
行きます。


